






































































































１ ）子どもの自立， ２ ）家庭教育の低下， ３ ）
困惑する保護者， ４ ）日々の保育で重視するこ






50歳以上13％，不明 １ ％，平均34. 8歳であった。
在籍年数は， １ 年から45年で， １ ～ ５ 年42％，
６ ～10年12％，11～15年14％，15～20年12％，
20年以上14％，不明 ６ ％，平均年数は10. 5年で








































































































































































































































































































































４ ） マガジン ９ ウェブサイト「本田由紀さんに聞
いた（その １ ）：国家による「家庭への介入」
がはじまっている（2017年 ７ 月26日）」
 https://maga9.jp/interv170726/（2020年10
月15日入手）
５ ） 文部科学省ウェブサイト「幼稚園における子
育て支援」
 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
youchien/1416684.htm（2020年10月15日入
手）
６ ） 大日向雅美（2009）「離乳食で保護者を追い
詰めないために─指導ではなくエンカレッジ
を」『食生活』103（12），56－59
７ ） 表真美（2015）「保育者がとらえる子どもの
自立と家庭教育─幼稚園教諭・保育士を対象
とした質問紙調査から─」『家政学原論研究』
49，30－41
８ ） 表真美（2012）「現代の子育て・家庭教育」
『家庭と教育　子育てと家庭教育の現在・過
去・未来』ナカニシヤ出版，3－14
９ ） 表真美（2015）「宗教観と子育て・家庭教育」
『京都女子大学宗教文化研究所紀要』28，63
－78
10） 樋口耕一（2020）『社会調査のために軽量テ
キスト分析　内容分析の継承と発展を目指し
て第 ２ 版』ナカニシヤ出版
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